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本日で２学期も終わります。２学期は１年で１番長い学期で，７７日間ありました。こ

の間，６２名の子ども達は大きな怪我もなく，心も体もすこやかに学校生活を送ることが

できました。明日から冬休みです。２学期の学習面や生活面をしっかりとふり返らせ，３

学期に向けた準備をする冬休みであってほしいと願っています。 

 

◎書き初め展のお知らせ 
 期間 1 月 11 日（水）～13 日（金） 午前８時 10 分～午後 5 時まで（13 日は午後 1 時） 

 場所 各学年の教室前の廊下 
 

◎季節の飾りつけ 
 展示コーナーの窓や職

員玄関の下駄箱の上が、

季節に合った作品で飾り

つけがされています。 

校務員の澤田順子さん

の作品です。 

 一度ゆっくりとご覧 

ください。 

 

「しつけの三原則」 第２回 

 

１ 朝、「おはようございます」と明るくあいさつをします。 

２ 呼ばれたら、「ハイ」と返事をします。 

３ はきものをきちんとそろえます。 

 

 今回は「あいさつ」と「ハイ」についてです。 

１ 朝、「おはようございます」と明るくあいさつをします  

「あいさつ」は人間関係の潤滑油のようなものです。普段よくあいさつをする人でも、

腹のたっている時や嫌な人には、なかなか気安くあいさつをできないものです。つまり、

相手に対して素直でないと、なかなかあいさつはできないものです。あいさつができると

いうのは、相手を尊重する心があるからです。「笑う門には福来たる」といいますが、あ

いさつする門にも福がきます。 

また、あいさつには、「おはよう」の他、「いただきます」「ごちそうさま」「行ってきま

す（行ってらっしゃい）」「ただいま」「ありがとう」「すみません」「失礼します」「こんに

ちは」「さようなら」「どうぞ」「どうも」「お願いします」などがあります。なかでも、「あ

りがとう」は感謝の表現として大切です。家を出る時、「行ってきます」と言って出て行

く子は、黙ったまま出て行く子どもよりも、外で事故に遭う確率が少ないそうです。出て

行く時の心構えの違いでしょうか。 

 



萩野台小学校 学校教育活動に関するアンケート結果について 

１２月に実施しました保護者アンケートの結果を掲載します。この結果と児童、教職員のアンケ

ートの結果を合わせて分析し、２月上旬に行われる「学校関係者評価委員会」でご意見をいただ

きます。また、太文字の項目(１，２，４，７、８)については詳しく分析し対策を検討して

ご報告します。 

 


